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第 78 回（2023 年度）

日本セラミックス協会

功労賞，学術賞，進歩賞，技術賞，技術奨励賞 表彰
　本会会員に贈られる功労賞，学術賞，進歩賞，技術賞，技術奨励賞については，選考委員会において，被
推薦候補者（功労賞は被推薦有資格者名簿から；学術賞 23 件，進歩賞 14 件，技術賞 6件，技術奨励賞 4件）
について慎重に選考の結果，第 78 回（2023 年度）受賞候補者として次の 28 件の方々を選び，2023 年度第
3回理事会（2023 年 11 月 30 日開催）に諮られ受賞者として決定しました．ここに受賞者の業績推薦理由を
紹介します．
　なお，表彰式は，来る 2024 年 6 月 7 日（金）（コートヤード・マリオット銀座東武ホテル）で開催を予定
しています．

受 賞 者 一 覧

［功労賞 4 件］
セラミックスに関する産業および科学・技術の振興，後進の育成指導，
伝統技術の継承等の諸活動および本会の運営において優れた功績のあっ
た方に方に贈られる賞

・韓国セラミック技術院	 勝木　宏昭
・日本大学	 三五　弘之
・旭硝子財団	 杉本　直樹
・大阪公立大学	 横川　善之

［学術賞 7 件］
セラミックスの科学・技術に関する貴重な研究をなし，その業績特に優
秀な方に贈られる賞

・京都大学	 陰山　洋
・山梨大学	 武井　貴弘
・信州大学	 手嶋　勝弥
・大阪公立大学	 藤村　紀文
・東京工業大学	 保科　拓也
・東京大学	 溝口　照康
・名古屋大学	 山内　悠輔

［進歩賞 8 件］
セラミックスの科学・技術に関する学術上優秀な研究業績を発表した方
に贈られる賞

・名古屋大学	 朝倉　裕介
・東京大学	 伊與木　健太
・東京理科大学	 髙木　優香
・広島大学	 樽谷　直紀
・産業技術総合研究所	 中島　佑樹
・東京大学	 馮　斌
・信州大学	 村井　一喜
・名古屋大学	 山本　瑛祐

［技術賞 5 件］
セラミックスの科学・技術に関し，製品の開発や工業化等に特に顕著な
業績のあった方に贈られる賞

・（株）ノリタケカンパニーリミテド　
　　菊川　結希子
　　ほか　前野　吉秀，鈴木　祥浩
・第一稀元素化学工業（株）　
　　高井　優行
・日本ファインセラミックス（株）　
　　田中　宏
　　ほか　熊谷　光浩，山口　誠，佐藤　健太
・日本ガイシ（株）
　　新野　真紀子
　　ほか　谷島　健二
　日揮ホールディングス（株）
　　長谷川　裕晃，寺谷　彰悟
・TOTO（株）　
　　鳩野　広典
　　ほか　浮貝　沙織
　南京東陶有限公司　
　　目木　嘉
　TOTO（株）　
　　寺本　篤史

［技術奨励賞 4 件］
セラミックスの科学・技術または工業技術上優秀な業績を発表した方に
贈られる賞

・（株）東芝	 草間　知枝
・京セラ（株）	 佐田　貴生
・AGC（株）	 澤村　茂輝
・（株）IHI	 山崎　直樹

功労賞選考委員会　委員長：村田　恒夫，委員：新原　晧一，安田　榮一，藤本　勝司，明渡　純，須山　章子，
幸塚　広光，黒木　有一
学術賞・進歩賞・技術賞・技術奨励賞選考委員会　委員長：幸塚　広光　委員：〔学術賞・進歩賞選考分科会〕柿本　健一，
岸本　昭，髙橋　雅英，川下　将一，関野　徹，藤代　芳伸，増本　博，小原　真司

〔技術賞・技術奨励賞選考分科会〕若村　正人，仲川　彰一，田辺　稔貴，山崎　博樹，諏訪　充史，伴野　晃一

Recipients of The 78th CerSJ Awards
注）写真は日本セラミックス協会　功労賞，学術賞，進歩賞，技術賞，技術奨励賞牌（径 7 cm，中央部厚さ 1 cm，デザイン　木村四郎氏）
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技術賞

金属セラミックス複合材料の 
加圧浸透法による超大型製品の開発
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太 氏

　FPD 露光装置が 2000 年代後半から急速に
大型化したのに伴い，メーターサイズを超え
る大型セラミックス部品の要求が高まってい
る．ランクサイド法による金属セラミックス
複合材（SiC:Al＝70:30）は，大型構造部品の
製作は可能だが，アルミニウムの凝固収縮巣
や Al4C3 の生成等の課題があった．一方，高
圧含浸による複合化は，より緻密で化学反応
の影響も受けにくく，品質の改善が期待でき
るが，高圧による装置制約のため大型化が困
難という課題を抱えていた．このような状況
下，熊谷らは複合化に必要な浸透圧力を見極
める事で，高圧が不要な条件を見出し，超大
型金属セラミックス複合材の加圧浸透による
複合化技術を開発した．また，大型化する中
で中間体であるセラミックス多孔体の強度不
足や複合化後の取り出しに膨大な加工を要す
る等の新たな課題が生じたが，これらも各々
特許化した技術により解決し，工業化に成功
した．今では，本技術により製造される超大
型金属セラミックス複合材料が FPD 露光装置

の高精細化や半導体検査装置の高精度化に貢
献している．	  
　これらの業績は，日本セラミックス協会技
術賞に値するものとして推薦する．

所属等
田中　宏　日本ファインセラミックス（株）　

代表取締役社長
熊谷光浩　日本ファインセラミックス（株）　

生産本部　セラミックス製造部　課長
山口　誠　日本ファインセラミックス（株）　

営業本部　MMC 営業部　次長
佐藤健太　日本ファインセラミックス（株）　

生産本部　セラミックス製造部　主任

技術賞

大型 DDR 型ゼオライト膜を用いた 
CO2 分離回収技術の開発
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　CO2 は温室効果ガスの代表であり，排出
量の削減や排出ガスや大気からの回収が
求められている．分離膜による分離回収
は他の方法に比べて低エネルギーである
ことを特徴とし，実用レベルでの適用範
囲拡大に向け技術開発が期待されている．
　新野らのグループは，従来の高分子CO2

分離膜に比べて，CO2 とメタンの混合ガス
からより効率的に CO2 を分離回収が可能
であり，高分子膜が苦手とする高圧かつ高
濃度の CO2 を含む環境にも適用できる大
型の DDR 型ゼオライト膜，および，本膜
を用いた CO2 分離回収技術を開発した．
　本技術では，10 m2 以上の大膜面積を
有する直径 18 cm 長さ 100 cm のモノリ
ス型の DDR 型ゼオライト膜エレメント
を実現し，供給ガスと透過側のガス圧力
差 8 MPa という環境でも，漏れなく運
転可能な内部構造を有した大型膜エレメ
ント用膜ハウジングと，実用化に向けた

プロセスを可能にした．
　現在，本技術により米国テキサス州の油
田随伴ガスから CO2 を分離回収する実証
試験が実施されている．商業用サイズであ
る大型の DDR 型ゼオライト膜の製膜技
術を確立し，大型膜用ハウジングと実用化
に向けたプロセスを開発して実証試験に
つなげた成果は技術的・社会的価値が高
く，技術賞に値するものとして推薦する．

所属等
新野真紀子　日本ガイシ（株）　研究開発本部　

CN 開発統括部　CN 開発 1 部　部長
谷島健二　日本ガイシ（株）　研究開発本部　

CN 開発統括部　CN 開発 1 部　グループマ
ネージャー

長谷川裕晃　日揮ホールディングス（株）　サ
ステナビリティ協創オフィス　技術開発セ
ンター　チームリーダー

寺谷彰悟　日揮ホールディングス（株）　サス
テナビリティ協創オフィス　技術開発セン
ター　主幹研究員

技術賞

水垢固着を抑止する 
DLC コート浴室鏡の商品化
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　水道水中の溶性ケイ酸は鏡表面で脱水
縮合し，同じ酸化ケイ素成分のガラスと
一体化することで水垢汚れとして表面を
白濁化させて浴室鏡の視認性を低下させ
る．
　従来は，研磨剤や酸・アルカリにより
水垢を除去してきたが，作業者や環境へ
の負荷が大きく，より負荷の小さい清掃
方法が求められていた．
　鳩野広典氏らは，化学的安定性に優れ，
高い硬度を有するダイヤモンドライクカー
ボン（DLC）に着目し，水素の含有量や
密度を最適化した DLC を膜厚 10 nm の極
薄膜でコートすることで，高い透明度で視
認性を維持しながら水垢との化学結合を
遮断して汚れ固着を防止し，簡単な拭き清
掃で写像性を回復できる機能を実現した．
　また高密度プラズマ発生器と高電圧
DC 電源を結合させた新構想のプラズマ
CVD 技術を適用し，最大 2 m に及ぶ大

判鏡に対して高速で成膜できる装置を新
規に開発した．
　結果，累計 170 万枚以上の DLC コー
ト鏡を販売し，DLC 製品の一般家庭へ
の普及に貢献した．このように同氏らは，
本製品により浴室鏡の清掃文化を変える
とともに，DLC の応用分野に広がりを
与える顕著な業績をあげており，日本セ
ラミックス協会技術賞に値するものとし
て推薦する．

所属等
鳩野広典　TOTO（株）　総合研究所　素材研

究部　上席研究員　
浮貝沙織　TOTO（株）　総合研究所　素材研

究部機能材料研究 G　主席研究員
目木　嘉　南京東陶有限公司　技術開発部　部長
寺本篤史　TOTO（株）　機器水栓事業部　機器

水栓技術部　機器水栓化成技術 G
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